関東高体連空手道専門部
　大会参加心得・申し合わせ事項
平成２９年度第４６回関東高等学校空手道大会実行委員会

はじめに

本大会は、（公財）全日本空手道連盟制定の競技規定・審判規定に準じて行い、運用については（公財）全国高等学校体育連盟空手道専門部競技規定ならびに本大会申し合わせ事項により、実施する。（以下、大切な部分や確認事項を抜粋する。監督・審判員は変更点・改正部分に留意する事。）

《１》選手の服装と頭髪
（1） 空手道衣は白無地一色とし，落書きやふちどりのあるものは禁止する。帯の色は白・茶・黒のいずれかとし，競技者の帯の長さは大腿部の３/４を超えないものとし、ゴムやマジックテープなどを付けることは禁止する。ウエストを帯で締めたときの上着の長さは、腰を覆うほどの長さとし、ももの中ほどまでのものとする。上衣の袖の長さは手首までとし，前腕の中程より短くてはならない。ズボンの長さは下肢の３分の２を覆うほどの長さとし、踝（くるぶし）がかくれてはならない。上着の袖の空きは，袖全長にわたって袖と腕の間が8～20ｃｍとする。ズボンの空きは，ズボン全長にわたってズボンと脚の間が8～20ｃｍとする。また，袖と裾をまくってはならない。上着の腰紐が付いているものを着用し、試合時には縛っていなければならない（上着の胸紐は付けてはいけない）。なお，競技に直接関係のないものは（６）を除き，装着しない。
（２）空手道衣の左胸に学校名（一文字5～7cm四方程度、縦書きで全体の大きさ7ｃｍ×15ｃｍ程度）を入れる。また，左袖上腕部に都県名（一文字5cm四方程度）を入れる。会派，流派名，その他特別なマークは禁止する。なお，字体は丸ゴシック，角ゴシック，楷書，行書の範囲とし，文字の色は黒または紺を原則とする。但し，スクールカラーは可とする（但し、色を合わせて使用することは出来ない）。「～高」「～都・県」は必ずしも入れなくてよい。指定箇所以外の刺繍は禁止する（ハイウェスト等）。個人名の刺繍を入れる場合は黒色とし、姓（名字）又はフルネームであることが望ましい。
（３）競技者は手足の爪を短くし、相手に傷を与えるような金属または他のものを身につけてはならない。
（４）選手の頭髪は，男子の場合，スポーツマンらしく，長くても「眉毛」にかからず，「耳」と「エリアシ」が見えるように整髪する。パーマ，リーゼント，ソリ，ヒゲ，染色，脱色，ピアス等は禁止する。女子の場合，パーマ，染色，脱色，ピアス，ヘアピン，カチューシャ，マニュキア，ペディキュアなどは禁止する。また，髪を１つに束ねるためのゴムバンドは２つまで認められる。ヘアーゴム及びヘアーネット等の色は，黒・紺・茶とする。
（５）女子の下着は白無地のＴシャツとし，校名及びワンポイントまでは認める。
（６）組手競技・形競技とも眼鏡・コンタクトレンズ（ハード）の使用は禁止する。但し，コンタクトレンズ（ソフト）の使用は選手個人の責任において認める。
（７）負傷及び再発防止のための包帯・サポーター・テーピングの使用は許可する。但し，次の要件を満たすことを必要とする。監督は主審に試合前に申し出ること。
①攻撃及び防御強化のために使用してはならない。
②相手に危害を及ぼすようなものを中に入れてはならない。
③装着不備により競技をしばしば中断させないこと。
④色は白及び肌色の2色のみとする。
⑤清潔なものであること。
（注）あくまで選手の安全と再発防止のため，軽度の疾病者を対象としたものであり，常識を逸脱するような内容のもの及び重傷者の出場を許可するものではない。尚，サポーターとテーピングの併用は禁止する。
《２》共通事項（形・組手競技）
（１）競技者が不適当な服装で競技場に現れた場合、１分の間に服装を正さなければならない。

上記に違反したものは当該競技のみ反則負けとする。

（２）棄権はその種目に限り出場資格を失うことであり、別の種目への出場には影響を及ぼさない。

《３》組手競技
（１）以下の定められた安全具を着用しなければならない。
　　　＊女子（４点セット）
　　　　①ニューメンホーⅥ及びⅦ（全空連検定品）　※マウスピース併用も可，色は白か透明なもの
　　　　②拳サポーター（全空連検定品／赤・青）
　　　　③ボディプロテクター（全空連検定品、全国高体連指定品）
        ④シンガード・インステップガード（全国高体連指定品）
　　　＊男子は女子の安全具に，⑤セーフティ・カップ（道着の下に着用）を加えた５点セットとする。

　　　※上記に違反したものは当該競技のみ反則負けとする。（１分間ルール適用）
（２）①組手競技の勝敗は、８ポイント差が生じた場合、又は時間終了の際に得点の多い競技者。

②競技終了時点で同点の場合、先取（先に得点すること）した競技者が勝者となる。

③無得点又は先取もなく同点の場合、副審４名と主審の判定により、勝者をけっていする。

④又は、相手に反則、失格、棄権が課せられることにより決められる。
※１団体戦で同点又は無得点で競技終了となり先取がない場合は引き分けとする。

※２団体戦勝者決定戦は個人戦に準ずる。
（３）団体競技において，登録されたメンバーの枠の中で，毎回戦オーダーの変更ができる。各回戦ごとにオーダー表を提出すること。提出後の変更は認めない。
（４）団体競技は規定の過半数の選手（現行は５名中３名）で成立する。但し，欠員がある場合はオーダーの最後尾におく。
（５）団体組手においては，一度棄権した選手は以後の団体組手競技には出場できない。
（６）カテゴリー１の違反に対する反則によって勝者になった者は、目立った傷を受けなかったかも知れないが、同じ理由による２度の勝ちは、必然的に勝者の退場となる。

（７）失格となった選手及びドクターストップとなった選手は，以後のすべての組手競技に出場できない。

（８）ジュニアカデットルールで実施する
（９）「後しばらく」は１５秒に変更（不活動適用の扱いも左記に準ずる）
（10）団体競技は、１・２回戦は全員試合を行うが、３回戦以降は勝敗が決まった段階で試合終了。

（11）競技開始時、選手は所定のマット中央に位置すること。
《４》形競技
　
（１）団体競技は規定の選手数（男女共に３名）を満たさないと成立しない。
　
（２）団体競技において，登録されたメンバーの枠の中で各回戦ごとに選手変更ができる。
　
（３）審判員５名（決勝は７名）の旗表示による多数決で勝敗を競う。
　
（４）反則は当該競技種目のみとする。
（５）団体形決勝での分解は行わない。個人戦での決勝進出者は４つめの形を演武する。
※《２》《３》競技共通で個人での赤帯・青帯の使用は行わない（赤紐・青紐にて対応をする）。

実行委員会で準備、配布・回収を行う。

《５》監督
（１）監督は各学校１名とし，当該校の校長が認める指導者であり，大会申込と同時に登録された者に限る。但し，男女両方の選手が出場する学校はそれぞれに異なる監督を付けることができる。
（２）監督は審判員を兼ねることはできない。監督はあらかじめ届け出された者とし（学校長が認めた者）、原則１名とするが、競技日程の関係で男女あるいは選手が重複して出場し、同時進行になった場合に限り、運用として当該校の校長が認めた顧問・コーチが、その競技のみの臨時の監督を務めることができる。但し、事前に競技委員長に申し出る義務を有する。
（３）監督は必ず選手と同じ空手道衣（都県名，学校名の入ったもの）を着用し，「監督」の腕章を右袖上腕部に付ける。（※インナーを着用する場合は女子選手規定に準ずる）
（４）監督は，審判員が明らかに競技規定に反した時は，直ちに監査に異議を申し出ることができる。
（５）（１），（２）に違反した場合は，選手またはチームを失格とする。
《６》審判員心得及び確認事項
（１）公平・無私・正確であること。
（２）主審は競技中の主導権を持ち，スムーズな運行に心がける。
（３）監督及び選手のマナーの指導も行なう。
（４）組手競技においては当該校（個人組手），当該都県（団体競技）の審判は避ける。
（５）安全具及び服装等の不備の場合は選手に1分間の猶予を与え，直らないときには当該競技のみ反則負けとする。
《７》表彰
　（１）各種目とも上位８名，８校を入賞者とし，賞状等を授与する。ただし閉会式で表彰するのは

３位までの選手と学校に限る。

　
（２）団体種目の３位以上の入賞校には，学校向けと個人向け両方の賞状を授与する。
